
28・3・15 ２

も
叫
ん
だ
。
幾
夜
過
ご
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
17
日

に
手
術
が
終
わ
っ
た
。
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ま
ぶ
た
が
パ
ッ
チ
ン
と
音
が

し
て
、目
が
覚
め
た
の
で
す
。
そ
の
瞬
間
、「
あ
っ
。

生
き
て
い
る
。
生
か
さ
れ
た
。
も
う
小
さ
な
こ
と

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
も
っ
と
大
き
な
目
標
に
向
か
っ

て
歩
み
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
身

体
は
五
体
満
足
で
動
き
ま
す
。
本
当
に
幸
せ
で
あ

る
。
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
看
護
師
さ
ん
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
わ
が
ま
ま
・
お
手
数
を
か
け

ま
し
た
」』
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
５
月
21
日
か
ら
全
国
公
開
さ
れ

る
、
清
瀬
旭
が
丘
団
地
が
主
た
る
ロ
ケ
地
の
映
画

「
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
」
の
是
枝
裕
和
監
督
（
カ

ン
ヌ
国
際
映
画
祭
受
賞
）
も
次
な
る
コ
メ
ン
ト
を

寄
せ
て
い
ま
す
。『
自
分
が
死
ん
だ
後
に
、
神
さ

ま
か
閻
魔
さ
ま
の
前
に
連
れ
て
行
か
れ
て
、
お
前

は
下
界
で
何
を
し
た
ん
だ
、
と
問
わ
れ
た
ら
、
真

っ
先
に
こ
の
「
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
」
を
見
せ
る

と
思
う
』。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
、
不
思
議
の
連
鎖
で
す
。
先

月
24
日
に
世
界
医
療
文
化
遺
産
に
向
け
て
、
北
里

研
究
所
総
務
部
次
長
を
結
核
研
究
所
、
東
京
病
院

外
気
舎
、
フ
ロ
ジ
ャ
ク
神
父
の
東
星
学
園
に
ご
案

内
し
て
、
あ
ら
た
め
て
北
里
さ
ん
と
ご
縁
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
私
が
園
長
を
し
て
い
た
幼
稚
園
の

卒
園
児
が
看
護
師
と
な
り
、
２
年
位
前
に
北
里

大
学
病
院
長
の
ご
子
息
の
医
師
と
結
婚
し
、
披

露
宴
に
招
か
れ
、
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
二
つ
目
は
、
結
核
予
防
会
工
藤
翔
二
理

事
長
、
複
十
字
後
藤
元
院
長
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
さ
れ
た
北
里
大
大
村
智
教
授
と
長
年
研

究
を
通
し
て
親
し
く
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

三
つ
目
は
、
次
長
を
東
星
学
園
に
ご
案
内
し
た

時
、
大
矢
正
則
校
長
か
ら
、
お
嬢
さ
ん
が
北
里

大
学
院
生
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
四
つ
目
は
、
先
月
28
日
、
法
事
の
席
で
、

本
家
か
ら
聞
い
た
話
で
、
群
馬
に
嫁
い
だ
娘
の

子
ど
も
が
北
里
大
薬
学
部
に
通
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

あ
り
が
た
い
！　

感
謝
感
謝
で
す
。

　

何
事
の
お
わ
し
ま
す
か
は
知
ら
ね
ど
も
、
あ
り

が
た
き
か
な
不
思
議
の
連
鎖
。
前
号
で
は
「
成
人

式
で
奇
跡
の
話
を
し
た
事
」
か
ら
書
き
始
め
、
成

人
式
の
感
動
を
表
現
し
た
中
村
清
治
議
員
の
詩
で

結
び
ま
し
た
が
、私
の
身
近
な
人
が
ま
た
「
奇
跡
」

に
出
会
い
ま
し
た
。

　

先
月
11
日
、
そ
の
人
は
幼
稚
園
の
庭
の
樹
木
せ

ん
定
を
し
て
い
た
時
、
地
上
４
㍍
位
か
ら
、
頭
か

ら
落
下
し
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
超

激
痛
の
な
か
、
手
術
は
17
日
に
行
わ
れ
、
頸け

い
つ
い椎
４

か
所
を
ボ
ル
ト
で
つ
な
い
だ
。（
以
下
、
そ
の
人

の
言
葉
）、『
こ
の
間
、
麻
酔
薬
と
睡
眠
薬
を
時
間

を
お
い
て
打
つ
が
、
激
痛
と
幻
覚
は
続
く
。
す
べ

て
恐
ろ
し
い
。
痛
み
と
苦
し
み
は
続
き
、
そ
の
苦

し
み
に
耐
え
ら
れ
ず
叫
ん
だ
の
は
、「
じ
い
ち
ゃ

ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
と
う
ち
ゃ
ん
、
か
あ
ち
ゃ
ん
、

俺
の
母
ち
ゃ
ん
、
子
ど
も
た
ち
、
ご
め
ん
ね
。
俺

も
若
い
う
ち
、
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
や
っ
て

き
た
け
ど
、
神
様
、
天
国
で
も
地
獄
で
も
い
い
か

ら
お
導
き
下
さ
い
。」
と
お
願
い
す
る
。「
み
ん
な

ご
め
ん
ね
。
も
う
我
慢
で
き
な
い
よ
。」
と
何
度

※
今
回
の
俳
句
は
、
六
小
（
ま
な
べ
ー
）
で
行
っ
た
「
俳
句
学
習
」
か
ら
の
選
句
で
す
。

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
ふ
ゆ
の
あ
さ
ど
あ
を
あ
け
た
ら
か
ぜ
が
ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

野
村
悠
生

　
（
評
）「
早
く
閉
め
な
さ
い
！
」
と
い
う
お
母
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
一
句
。
お
と
な
か
ら

見
れ
ば
当
た
り
前
の
一
句
だ
け
れ
ど
、
子
ど
も
は
行
動
の
す
べ
て
が
発
見
の
連
続
。
こ
う
し
て
冬
の

外
気
の
冷
た
さ
を
五
七
五
で
と
ら
え
て
い
く
。

●
に
じ
み
え
た
と
て
も
き
れ
い
だ
あ
し
た
は
れ　
　
　
　
　
　
　

三
年　

金
森
友
里
愛

（
評
）
こ
の
句
で
は
虹
が
「
季
語
」
に
な
る
。
俳
句
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
四
季
感
と
歴
史
が
は
ぐ

く
ん
で
き
た
季
節
の
言
葉
「
季
語
」
に
自
分
の
気
持
ち
を
託
し
て
作
っ
て
い
く
。
そ
の
気
持
ち
の
表

現
が
下
五
の
「
あ
し
た
は
れ
」。
こ
の
気
持
ち
、
伝
わ
る
よ
。

●
か
し
わ
も
ち
は
が
す
ハ
ッ
葉
が
じ
れ
っ
た
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

三
井
風
花

　
（
評
）
季
節
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
言
葉
「
季
語
」
は
、
自
然
の
移
り
変
わ
り
だ
け
で
は
な
い
。
季
節

ご
と
に
で
る
お
菓
子
や
料
理
、
飲
み
物
も
大
き
な
季
語
の
分
野
。
こ
の
句
は
そ
う
し
た
季
節
の
お
菓

子
の
特
徴
を
子
ど
も
ら
し
く
表
現
し
て
く
れ
た
。

●
ぼ
く
の
あ
し
ス
タ
ン
プ
み
た
い
夏
の
海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

渡
辺
咲
希

　
（
評
）「
そ
う
だ
よ
な
」
と
い
う
共
通
の
感
情
を
誘
導
し
て
く
れ
る
「
季
語
」
が
あ
る
か
ら
、
た
っ
た

十
七
音
の
短
詩
「
俳
句
」
は
成
立
す
る
。
こ
の
句
は
夏
の
砂
浜
の
一
景
。
そ
う
だ
よ
な
、
足
跡
を
見

る
と
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
い
る
み
た
い
だ
よ
な
。
こ
れ
で
１
票
。

第 17 回清瀬市スーパードッジボール大会入賞者

東京都クラブユース選手権大会（Ｕ－ 14） で清瀬のチームが準優勝

　

２
月
６
日
・
13
日
、
市
民
体
育
館
で
毎

年
恒
例
の
ス
ー
パ
ー
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
２
月
６
日
実
施

―
３
・
４
年
生
の
部
（
27
チ
ー
ム
・
233
人

参
加
）

　

優
勝
＝
ピ
ス
タ
チ
オ
の
帰
還
（
清
明

小
）、
準
優
勝
＝
フ
ァ
ル
コ
ン
ズ
（
芝
小
）、

第
３
位
＝
ゴ
ッ
ト
エ
ン
ド
（
四
小
）、
七
代

目
ジ
ェ
イ
ソ
ウ
ル
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
（
七
小
）

◆
２
月
13
日
実
施

　

２
月
14
日
、
味
の
素
フ
ィ
ー
ル
ド

西
が
丘
（
北
区
西
が
丘
三
丁
目
）
で
、

東
京
都
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の
「
第

23
回
東
京
都
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
選
手
権

大
会
Ｕ
｜
14
選
手
権
大
会
」
が
行
わ

れ
、
清
瀬
市
サ
ッ
カ
ー
連
盟
所
属
の

中
学
生
チ
ー
ム
「
Ｆ
Ｃ
コ
ン
ソ
ル
テ
」

が
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
ジ

ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス 

Ｆ
Ｃ
東
京
深
川
で
、

素
晴
ら
し
い
環
境
で
の
試
合
に
緊
張

を
し
な
が
ら
も
勢
い
に
乗
っ
て
２
点

を
先
取
。
残
り
３
分
で
逆
転
を
許
し

ま
し
た
が
、
強
豪
を
相
手
に
大
健
闘

の
２
位
と
い
う
結
果
を
収
め
ま
し

た
。

―
５
・
６
年
生
男
子
の
部
（
23
チ
ー
ム
・

189
人
参
加
）

　

優
勝
＝
み
ど
り
の
風
雲
児
（
清
明
小
）、

準
優
勝
＝
え
が
ち
ゃ
ん
ズ
（
八
小
）、
第

３
位
＝
サ
ム
ラ
イ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
９
（
三

小
）、
お
つ
ま
み
ポ
リ
ポ
リ
ズ
（
十
小
）

―
５
・
６
年
生
女
子
の
部
（
11
チ
ー
ム
・

87
人
参
加
）

　

優
勝
＝
燃
え
ろ
！  

八
小
女
魂（
八
小
）、

準
優
勝
＝
ハ
ッ
ピ
ー
モ
ン
キ
ー
ズ
（
三
小
）、

第
３
位
＝
プ
リ
ッ
プ
リ
の
プ
リ
キ
ュ
ア
（
四

小
）、
ス
マ
イ
ル
（
八
小
）

上
か
ら
「
ピ
ス
タ
チ
オ
の
帰
還
」「
み
ど
り
の
風
雲
児
」「
燃
え
ろ
！  

八
小
女
魂
」
チ
ー
ム
の
出
場
者

円
陣
を
組
み
気
持
ち
を
高
め
る
選
手（
写
真
上
）

と
、
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
た
選
手
た
ち

　各種大会で優秀な成績を収
めた方・団体を紹介します。

市内中学生が「東京駅伝」で活躍・
駅伝応援実行委員会よりベンチコートを寄贈

寄贈されたベンチコートを着た
中学生チームの選手たち

　

２
月
7
日
、
味
の
素
ス
タ
ジ
ア

ム
（
調
布
市
西
町
）
で
、
市
区
町

村
対
抗
の
、「
第
7
回
中
学
生
『
東

京
駅
伝
』
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
中
学
生
が
出
場
し
、

男
子
は
過
去
最
高
の
17
位
、
女
子

は
39
位
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
に
先
立
ち
、
清
瀬

商
工
会
会
員
を
は
じ
め
市
内
有
志

の
方
々
に
よ
る
「
中
学
生
『
東
京

駅
伝
』」
応
援
実
行
委
員
会
（
実

行
委
員
長　

田
中
宏
氏
）
よ
り
、

選
手
用
の
ベ
ン
チ
コ
ー
ト
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　身近なイベントや、まちかどの
話題を皆さんから募集しています。

市 内 の 農 家 の 方 々 が 受 賞

右から岩田悦己さん・英明さん、清瀬市農業委員会松村会長、松村𠮷男さん、村野
茂さん、清瀬市酪農組合 山下浩さん・野島正見さん、二上晃三さん

◆
第
55
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

東
京
都
知
事
賞
・
東
京
都
農
業
会

議
会
長
賞
＝
村
野
茂
・
和
子
さ
ん

ご
夫
婦
（
上
清
戸
）

◆
第
55
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

（
集
団
活
動
）

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・
東
京

都
農
業
会
議
会
長
賞
＝
清
瀬
市
酪

農
組
合

◆
第
35
回
農
業
後
継
者
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・
東
京

都
農
業
会
議
会
長
賞
＝
荒
井
大
悟

さ
ん
（
下
清
戸
）、
東
京
都
知
事

賞
・
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
＝

岩
田
英
明
・
悦
己
さ
ん
ご
夫
婦（
旭

が
丘
）

◆
第
42
回
農
業
委
員
会
等
功
労
者

表
彰

農
業
功
労
者
感
謝
状
＝
松
村
𠮷
男

さ
ん
（
中
里
）

◆
平
成
27
年
度
北
多
摩
北
部
地
区

農
業
委
員
会
連
合
会
優
秀
農
業
経

営
者
表
彰

二
上
晃
三
さ
ん
（
野
塩
）

清
瀬
市
長

※
２
月
15
日
号
で
紹
介
し
た
中
村
清
治
議
員
の
詩
「
涙
ぐ

む
成
人
式
」
の
な
か
で
、「
人
生
の
中
で
１
回
の
出
会
い　

永
い
永
い
時
の
流
れ
の
中
で　

一
瞬
瞬
き
を
し
た
様
な
驚
き

と
感
動
に　

心
が
潰
さ
れ
た　

未
来
あ
る
20
歳
の
青
春
」は
、

「
心
が
癒
さ
れ
た　

未
来
あ
る
20
歳
の
青
春
」
で
し
た
。


